
学校だより      令和７年６月１８日（水） No.１６ 

つながるわかば  
 

５年生のお茶学習！ 

 １７日（火）、５年生の家庭科で健軍商店街のおちゃいち山陽堂さんに講師

をお願いして、お茶の入れ方の学習がありました。お茶の葉の種類やおいしい

入れ方を丁寧に教えていただき、実際にグループでお茶を入れてみました。 

 日頃、家庭でお茶を入れることがない子が多いのか、「お茶を入れたことが

ある人？」とたずねられると、「回転寿司屋さんのセルフのお茶を入れたことが

あります。」と答えている子どももいました。 

子どもたちが楽しそうにお茶を入れる姿は、と

ても微笑ましいものでした。急須を使って、お湯

の温度も考えて、うまみが出るまで待つこと、最

後の一滴まで注ぎきること等も教わりました。 

お茶を飲みながら家族団らんの時間を持つ

ことは、何と心和む豊かな時間であることかと思

いました。ぜひ、ご家庭でもそんな時間をつくっていただきたいなと思いました。 

６年生の租税教室 

１７日（火）は、６年生で若葉校区にお住

まいの税理士、枦木さんを講師にお招きし

て租税教室も行われました。税の仕組みを

身近な生活と結びつけながら、分かりやすく

教えてくださいました。 

「教育費として一人当たりどのくらいの税

金が使われているのか」という問いに、子ど

もたちは「５０万円？」「１０万円？」等と答えていました。正解は何と、一人当たり１年間に約１００万円の税

金が使われているそうです。子どもたちは、驚きの声を上げながら、説明に聞き入っていました。身近な生活

から社会の仕組みを考える大切な時間になったようです。 

ミントの会の方々と「七夕飾りづくり」 

１６日（月）、1７日（火）のお昼休みには、ミントの会の方々が材料を用意してくださって、七夕の飾りつけや

願い事の短冊を作成したりする楽しい会が行

われました。 

子どもたちは、思い思いに短冊に願い事を

書いていました。「〇〇がじょうずになります

ように」や「〇〇ができるようになりますよう

に」や「戦争がなくなりますように」等、たくさん

の願いがありました。地域の方々に子どもた

ちとたくさん関わっていただくことに、本当にありがたく思いました。 

（文責）熊本市立若葉小学校  

校長 坂本多代 

 

 

  

  

 
 


